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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
　
　

　
　
　
令
和
元
年
第
１
回
定

例
会
で
、
市
長
は
、
施
設
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
議
員
の
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
総
合
的
な
判
断
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
と
、
ま
た
平
成
31

年
度
の
施
政
方
針
で
も
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て
は
現
在
、
設
計
業
務

を
進
め
て
い
る
が
、
市
民
の

皆
様
や
議
員
の
指
摘
を
受

け
、
設
計
の
内
容
、
供
用
開

始
時
期
を
含
め
て
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
ま
す
と
あ
る
。

市
民
や
議
員
の
指
摘
が
見
直

し
、
検
討
の
中
に
生
か
さ
れ

た
の
か
。

　
　
　
見
直
す
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
方
と
積
み

上
げ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
御
破
算
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
検
討
を
加
え
る
と
、
そ

う
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
お

り
発
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
　
　
議
員
へ
の
説
明
で
新

セ
ン
タ
ー
へ
の
統
合
の
時

期
、
建
設
費
、
運
営
費
を
考

慮
し
１
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ

と
が
適
当
と
の
結
論
に
達
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
私
は
建

設
費
、
運
営
費
だ
け
で
は
な

く
、
食
育
、
地
産
地
消
、
納

入
業
者
等
々
、
決
定
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
ま
だ
検
討
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
項
目
が

あ
る
、
こ
の
様
な
こ
と
等
を

十
分
検
討
し
た
上
で
、
そ
う

い
っ
た
結
論
を
出
す
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も

市
長
は
１
セ
ン
タ
ー
方
式
で

行
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
　
そ
う
い
う
こ
と
で
今

回
提
案
を
さ
せ
て
い
だ
い
て

い
る
。

ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・

シ
ラ
キ
ノ
に
つ
い
て

　
　
　
昨
年
９
月
３
日
に
開

所
し
て
１
年
経
過
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ

れ
、
ま
た
利
用
者
は
。

　
　
　
　
　
現
在
も
３
名
の

若
手
版
画
家
が
ア
ー
ト
ビ

レ
ッ
ジ
・
シ
ラ
キ
ノ
に
滞
在

し
、
創
作
活
動
を
行
い
な
が

ら
体
験
型
講
座
な
ど
を
開
催

し
て
お
り
、
７
月
に
は
市
内

小
・
中
学
校
の
教
員
を
対
象

に
し
た
銅
版
画
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
体
験
型
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。

　
来
館
者
は
昨
年
９
月
の
開

設
か
ら
こ
と
し
の
３
月
ま
で

１
，
７
５
９
名
で
、
今
年
度

は
８
月
末
ま
で
に
３
５
１
名

と
な
っ
て
い
る
。

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

教
育
次
長

世
界
遺
産
に
つ
い
て

　
　
　
史
跡
の
公
有
化
の
費

用
は
ど
こ
か
ら
捻
出
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
お
り
、
国
庫
補

助
金
が
80
％
、
県
補
助
金
が

８
％
、
市
が
12
％
で
実
施
し

て
い
る
。

　
　
　
真
砂
で
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
を
貸
し
出
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
購
入
費
と
利
用

料
金
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
購
入
金
額
は

20
台
で
２
８
８
万
５
，

５
６
０
円
、
料
金
は
無
料
。

　
　
　
購
入
や
維
持
管
理
に

も
税
金
を
投
入
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
料
金
を
徴
収
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
は

特
段
、
経
常
的
に
か
か
る
経

費
は
な
い
。

　
　
　
原
城
跡
へ
の
入
場
料

の
徴
収
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
有
料
化

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
現
在
の
と
こ

ろ
、
原
城
跡
内
に
は
市
道
が

通
り
、
畑
の
耕
作
者
な
ど
も

行
き
来
さ
れ
、
市
民
の
生
活

の
場
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

入
場
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
来

訪
者
の
状
況
な
ど
も
見
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

　
　
　
新
規
就
農
者
に
対
し

て
国
や
県
、
市
、
そ
の
他
か

ら
ど
の
よ
う
な
補
助
が
あ
る

の
か
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
市
が

窓
口
と
な
り
、
県
が
認
定
機

関
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
て

い
る
、
農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
こ
の
制
度
は
、
農
業
経

営
開
始
５
年
後
の
所
得
目
標

を
定
め
た
青
年
等
就
農
計
画

が
、
市
か
ら
認
定
を
受
け
た

認
定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ

と
を
唯
一
の
条
件
と
し
、
生

活
資
金
の
給
付
を
個
人
で
年

間
１
５
０
万
円
、
夫
婦
で
年

間
２
２
５
万
円
、
最
長
５
年

間
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
認
定
新
規

就
農
者
で
あ
る
こ
と
を
条
件

に
、
農
業
機
械
や
施
設
の
導

入
等
に
対
し
て
、
最
高
１
億

円
の
無
利
子
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
、
青
年
等
就

農
資
金
制
度
な
ど
が
あ
る
。

市
単
独
事
業
と
し
て
は
、
新

規
就
農
者
を
含
む
青
年
農
業

者
団
体
の
運
営
に
対
し
て
補

助
を
行
い
、
研
修
や
仲
間
づ

く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

議
員

教
育
次
長

議
員

地
域
振
興
部
長

議
員

地
域
振
興
部
長

議
員

教
育
次
長

議
員

農
林
水
産
部
長

　

給食センターは既存の口之津、
深江のセンターと新センターの
３カ所での運用をすべきでは
市長／検討した上で１センターと
することが適当との結論である。

　

原城跡の史跡
の公有化につ
いての考えは
教育次長／史跡を保護、保全、活用する
ために史跡全体の公有化を目指している。

田中次廣議員

中村哲康議員

アートビレッジ・シラキノ

真砂で貸し出しているレンタサイクル

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう
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市
内
の
学
校
給
食
施

設
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
。

　
　
　
６
つ
の
給
食
セ
ン

タ
ー
い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進

み
、
国
の
基
準
や
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
指
針
に
適
合
し
て

い
な
い
の
で
、
大
規
模
な
改

修
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
規
模
改
修
は
極

め
て
難
し
く
、
新
た
な
施
設

を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の

か
。

　
　
　
現
在
の
施
設
の
状

況
、
児
童
・
生
徒
数
の
予
測
、

10
年
間
の
運
営
費
等
を
踏
ま

え
、
複
数
セ
ン
タ
ー
方
式
に

す
る
か
、
１
セ
ン
タ
ー
方
式

に
す
る
か
等
、
複
数
の
案
を

作
成
し
、
検
討
し
て
き
た
。

　
　
　
８
月
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、「
１
セ
ン
タ
ー 

と
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
説

明
を
受
け
た
が
、
そ
の
理
由

は
。

　
　
　
深
江
と
口
之
津
を
残

し
た
複
数
セ
ン
タ
ー
方
式
と

し
た
場
合
、
建
設
費
は
低
く

抑
え
ら
れ
る
が
、
運
営
費
は

高
く
な
り
、
国
の
基
準
に
適

合
し
た
施
設
に
な
る
ま
で
に

は
、
長
い
期
間
を
要
す
る
こ

と
等
を
考
慮
し
た
結
果
、
１

セ
ン
タ
ー
方
式
が
最
も
適
当

と
判
断
し
た
。

　
　
　
深
江
と
口
之
津
の
給

食
セ
ン
タ
ー
は
比
較
的
新
し

い
の
に
、
な
ぜ
使
わ
な
い
の

か
。

　
　
　
毎
年
行
わ
れ
る
県
の

定
期
検
査
で
、「
施
設
設
備

に
関
す
る
改
善
」
の
指
摘
を

受
け
て
い
る
。
調
理
場
内

に
、
本
来
部
屋
単
位
で
区
切

る
べ
き
汚
染
区
域
と
非
汚
染

区
域
が
混
在
し
て
い
る
。
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
の
調
理
場
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
早
急
に
新
給
食
セ
ン

タ
ー
を
造
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
市
長
の
考
え
は
。

　
　
　
様
々
な
検
討
の
結

果
、
１
セ
ン
タ
ー
方
式
と
す

る
こ
と
が
適
当
と
の
結
論
に

達
し
た
の
で
、
今
定
例
会
で

予
算
の
議
決
を
い
た
だ
け
た

な
ら
ば
、
令
和
３
年
の
供
用

開
始
に
向
け
て
事
業
を
進
め

た
い
。

　
　
　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
関
す
る
考
え
は
。

　
　
　
令
和
２
年
１
月
ま
で

に
入
札
、
そ
の
後
、
本
契
約

の
議
決
を
い
た
だ
き
、
同
年

３
月
中
に
着
工
、
令
和
３
年

３
月
ま
で
に
は
工
事
完
了
、

同
年
９
月
に
は
供
用
開
始
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ

て
い
る
。

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

松
本
市
長
の
政
治
姿
勢

　
　
　
３
点
に
つ
い
て
「
検

討
結
果
」
を
通
告
し
て
い
た

が
、
３
カ
月
前
の
質
問
に
対

し
て
悪
び
れ
る
こ
と
な
く
す

べ
て
を
「
引
き
続
き
検
討
す

る
」
と
答
弁
し
た
市
長
に
は

呆
れ
た
。

①
０
歳
〜
２
歳
の
１
子
目
の

保
育
料
だ
け
が
、
現
在
有

料
。
市
長
の
公
約
は
「
保
育

料
の
無
償
化
の
推
進
」。
任

期
中
に
は
、
全
員
無
料
に
す

る
か
。

②
バ
イ
ク
の
免
許
証
（
原
付

含
む
）
返
上
者
に
「
交
通
費

助
成
金
」
を
支
給
す
る
決
意

は
。

③
島
原
、
雲
仙
の
両
市
は
、

す
で
に
納
税
組
合
を
廃
止
。

松
本
市
長
は
「
今
、
検
討

中
」
と
答
弁
し
た
。
廃
止
す

る
と
、
約
１
，
２
０
０
万
円

が
不
用
に
な
る
。

　
次
回
は
出
せ
る
か
聞
い
た
。

　
　
　
次
は
、
12
月
に
な
る

の
で
出
せ
る
と
思
う
。

市
民
生
活
部
長
の
報
告

　
　
　
　
　
　
市
長
が
委
嘱

状
を
交
付
し
て
い
る
の
で
代

表
者
で
も
自
治
会
長
で
も
同

等
。
報
酬
は
条
例
で
定
め
が

あ
る
算
定
で
支
給
す
る
。

　
　
　
団
地（
堂
山
と
新
切
）

の
２
人
の
自
治
会
長
に
は
、

世
帯
数
に
２
千
円
を
乗
じ
た

金
額
を
支
給
し
、
平
等
割

３
万
６
千
円
は
、
18
〜
27
年

度
の
10
年
間
支
給
し
て
い
な

い
事
実
に
つ
い
て
、
松
本
市

長
に
そ
の
理
由
を
求
め
た
。

　
　
　
取
り
扱
い
と
し
て
は

不
公
平
と
い
う
こ
と
よ
り
も

そ
れ
を
容
認
さ
れ
て
い
た
と

思
っ
て
い
る
。

口
ノ
津
港
地
盤
沈
下

　
　
　
市
は
県
に
埋
め
立
て

を
委
託
。
平
成
30
年
３
月
工

事
が
完
了
、
検
査
終
了
、
と

こ
ろ
が
直
後
か
ら
沈
下
が
始

ま
っ
た
。
深
い
所
で
30
㎝
、

平
均
15
㎝
、
原
因
は
わ
か
ら

な
い
が
県
は
検
査
済
を
理
由

と
し
、
後
は
市
の
責
任
に

な
っ
た
と
説
明
。
市
は
、
建

物
落
札
業
者
に
、
地
盤
沈
下

の
抑
制
工
事
の
追
加
を
予
算

を
確
保
し
な
い
で
昨
年
執
行

し
て
い
た
（
６
，
９
３
０
万

円
）
市
長
は
昨
年
の
12
月
の

全
協
の
中
で
は
、
地
盤
沈
下

で
は
な
い
と
断
言
し
、
隅
々

ま
で
埋
っ
て
い
な
い
こ
と
で

水
が
入
っ
て
締
ま
っ
た
だ
け

と
説
明
を
し
て
い
た
の
に
何

故
市
長
は
県
に
責
任
を
求
め

な
い
の
か
。
私
は
県
の
責
任

は
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
は

委
員
会
が
予
算
編
成
時
期
を

指
摘
し
て
い
た
の
で
採
決
直

前
に
不
適
切
を
わ
び
て
補
正

の
お
願
い
を
し
た
。

議
員

市
長

市
民
生
活
部
長

議
員

市
長

議
員

　

学校給食セン
ターはどうな
るのか

　

（堂山と新切）団
地の代表者は非
常勤の特別職か
市民生活部長／地方公務員
法の特別職にかわりはない。

小嶋光明 議員

髙木和惠 議員

新学校給食センター建設予定地（旧龍石小学校跡）

県発注の埋め立て工事
①受注者 共同企業体
　（西海建設・宅島建設）
②契約金額（税込み）
　275,473,440円
③市が県に支払った額
　182,474,640円
　うち、埋め立ての金額
　163,181,520円

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう


